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山水人物蒔絵箪笥
杓成 17 ·18 年）文修復事業
111111 名： I I I 水人物麻絵常笥






腎料名称： I  I 水人物曲絵箪竹j
所 蔵：スペ イ ン j :1q 1/装飾）讃粛·,,
制イT イ I :・ イし： fヽf; ill. 『イ t 18 Il:紀
社、： : 1: • 札1'I 65.0cm 0~1 / 42.8cm i',ｷ り さ 47 .9cm
修 Jり！期間：平成 17 年 6 J J - ' l ':J成 1 9 年 3 ) j 
2 形状技法
箪笥の /.J 1 [ は観胄尉 きで 、 j)、J i'i l S しこは 10 i li'i l の り I 出 を納め る 。 j)ヽJfilS1J I 出 の I  I 央 iり I S は アーチ J Iクに装飾さ れる 。
) (Ji'. の I  I 央 には錠金具 、 左1 j には蝶番が付 き 、側 [ (1j には提鉗、角 には 1偶金具が付 く 。 （ 図 l. 2. 3. JO) 
)'.J i次には窓枠を設け 、 2 羽の勧を指娑 した人物を鉛」 ·. 1•,':几蛉絵、松、柳、菊など 1\'i:樹文様は、 i翡 1 ·. 1•,·:J
11'り絵、 1i)甘 I 1 dが絵 、 平蘭絵などの技法で表現される 。 ( I 叉 I 7 ) また 、 菊の化郎分は鮒Hの公に朱漆を硲っ
た伏彩色が施 さ れている 。 扉裏には 、 i-i:.右 1 羽ずつ）瓜凰が札'iかれ、研出硝絵、平廿ぷ絵で衣される 。
k1 i 側 I(1 i には花形の窓枠を設け 、 左側には ミミズク 、 藤 、 1 j側 には菊、枯梗 、 萩 、 蝶などが札『かれ、
鈷 I ·. 1 ',0,'i 蒔絵 、 1iH/ l11 fl寺絵 、 平蒔絵などで表さ れる 。 また、藤の栄 、 紺、 枯梗の ・ i\ l S しこは螺釧が仙われる 。
菊 0)化に使われた螺釧には、朱漆で伏彩色 され付れ府が施 さ れている 。 ( I叉 I 4. 5. 8) 
'I' 板には、水辺に逝ぶ菊慈 j_j? と、思われる人物がオ叫かれ、 ).)I\ 表と 1 げj:、:,、/の技法で衣視 さ オし てしヽる っ 背
而は 、 菱形の窓枠内に葛の菜文椋、枠外は「11オくずし文様が札『かれ 、 1iJH l11dふ絵 、平: i1ぷ絵で衣さ オし る n ( 図 6)
j)、l t'1 1 S 、 1) 1 I 11 の表而は、 平廿ふ絵で糸Ll ' i の 11匪了· を 耕i く 。 （ 図 9 )
3 損侶状態
． 祁符jの内外令休には 、 後袖の裕料が途られ全体が！，且ずんで兄える 。
廿 -: 1 (1iJiの文様は擦れて欠失した部分が多く 、 特に ， •,':j 蒻絵 i~:1s分は欠相が多い。
両）~ 1 [ の端喰部分や素地の 1妾 ぎ 11 と 息われる部分の内外に 、亀裂が入っている 。 ( 1 :x 1 12. 14) 
·11 ·: 1(1 iJi の!, :~ i 6 1個l の蝶番は後袖であり 、 蝶番下の旅阪には制作当初の釘穴が糾l且認できる 。 （ 図 11
) 
ｷ1-: 1( i ~i ドの 1偶金具は後袖であり 、 残り 3 ヶ所の II/り 金具は付いていない。
・ 両側 1 (1i の火板角部分の砲膜は欠担が多く素地が寮出 し 、）闊辺塗 Jl羹は剥離し剥落の恐れのある危険
な状態である 。 （ 図 13 )
． 火板部分の文様は擦れて欠失しているが、 文様の性 11 や高上した下地の形跡が確囁忍できる 。
・ イ ，側而の天板と イ則面板の素地按合部や端喰部分に亀裂がある 。
・ 小側而の伏彩色された螺乳IIは剥翡t 剥落があり、欠失した部分には伏彩色の塗料が象出 している 。 （図 8)
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図 l 修復 1 i1i 令屈 図 2 修似 1Hi 1F.1f1 
Fig. I Before rcstoralion, overview rig. 2 Bclcirじ res t.ora l ion, l'ront 
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Fig. 3 Be 「ore rcstoralion, inner s ic.l じ() 「 th e door panels and the drawers ins id じ
図 4 修復前左側「(1 1 lｷtJ :) fl 後 t及 1i1/ { i!IIJ1(1j 




図 6 修復前秤lfli j'J.j 7 」 l'.1 f1i/1 ・．．扉鉛 j ·_ , •,':j 蒔絵；~,s分
Fig. 6 13c 1h rじ res t ora ti on , back 1~· • JO :,ｷ 7 f-ront, lclt. door panel .rnbiage 1okw110/ue 
ｷtu. 8 Right side, /i1sesaishiki using vc「milion urushi on the back or the Fig. 9 Drawers inside, miclclle 
shel pieces 
図 JO 制作‘り初 ( 1 1 本製 ） の隅金具 l又1 11 後補 （ ヨーロッパ製 ） の蝶番金具
Fig. IO Original (Japanese) corner metal fittings Fig. I I Hinge (European), a later addition 
・ 背面の黒漆硲り 剛l岱 に施 されに、銀の研: ,,,,,
蒔絵の地又様はl寮れによる 欠失が多い。
・ 右側 の 内 /_) ]\には 、 釘が叩l災から突き i'I ', し
た状想である 。
. /7、J fr l ) 、 1) I i'I, 0) I  -: I (ii ベ) µ、J i!l i こ l よがド 料• カ‘一 イミ 1本
に硲られている ）
. 1 )ヽJ ;\ I ) 、 1) Ii'I', o) 1 J、J i!IJ 0) i(t_ Jjt~~ しこ峨lj 翡I f: ;\ I S ク｝力‘` 少）
り 、制作' , ,, 初 のものと 息 わ オし る ド地が糾i'
認できる 。
4. 修理仕様
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修埋は現在、 文化） i ・・の 指森のもとで1/ ゎ 1ｷx 1 2 扉火」l 111昇砂
れ て しヽ る漆 I ・・ 文ィヒ財 保イ［：修則 に 則 り 、 ）以 則 Fig. 12 I nnじ r side o 「 th e door panel. damaged part 
とし て蜆状維杓修刑 を），し本 に 1 i"ｷ った 。
5 修復作業工程
く 』ii] 食及 び作業こL:.f虻確認＞
蘭：絵吼笥・（以後、本賢料 と 呼ぶ ） の 札Ii 辿 、
ド地、）JI I 飾 と 現状 の 1幼みを，i胤介 ， ；凶録し修
似作災 I ・ オ閑 を確認 した 。
＜修似前の ，凪録万真＞
修似薗 と修 1以 後の比較ができるよう'!/真
撮彩 を q J: っ た 。
＜ 竹 ： 業台の制作＞
修且1 1.i'州 を 札 11位なく 安令に修復作 業を 辿 ¥:
れ るよう 作 菜台を訓作 した 、
く 仮」 I ·. め是 1 .-. >
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本骰料の (Q. 災 ，：'i l S 分 の冷 I]岱 周 辺 は、作 菜 I j I I: i g.I 3 /¥ rじ ; , arnund a mc1al liuing, damag叫 i.:0: 11 i nu Ii I 11
剥洛しそうな危険な状態にあるため 、 細
かく切 った ）雁皮紙を 糾l貼 りし如l災の剥 落
防止 を行った 。 （ 図 15 . 16) 
＜ ク リ ーニ ング ＞
ク リ ーニ ングは本質料0) 表 1 (1 j を投ってし
る埃を取り より 、 1·府 かに水分を含ませに
木綿布に て iり i しを除よした 1 ._: の際、）JI I 
飾の蒔絵部分や 亀災 ,\I S 分に 祖偽をり えな
い よ う充分注怠 し 、 ク リ ーニ ングは必災
最小限にとどめた。
く金具の取外し ＞
本資料の亀裂及び柏似は令几ド よ で 及ん
でい る為 、 金具の取外 しが必災となっに 。
石扉の錠金具と正面左 卜の l l i'J~ 令 凡 を残し 、 か↓ がし‘
図 l ヽ l 木」他接介部に打に i した訓作 , 1 ,, 初の釘（鎚）
I叶 g. 14 Original nail u sじ cl to join th じ jo in ts oi"thc wooden substrate 
188 
Fil.!. 15 1:acinl.! thじ l ilt じd じoa ting film 
Fig. 16 Pacing the cracks 
柘g. 17 Removing the coating material from the surface o 「 the coatmg 
lilm 
全ての金具を取外し保竹した 。 （図 20)
＜ 後袖塗料の除去＞
木賓料の漆塗股は 、 紫外線や経年劣化によ
り艶の無くな った脆朕の復元の為 、 数回塗
料が塗ら れていた 。 また、亀裂部分や塗膜
の担似部分に も旅料が允 J真 さ れており 、こ
のままでは漆による修似が困難： になる 為 、
喰料の除去が必災に なっに 。
硲料除去には、数種類の溶剤 を 試し た糾呆、
弱いi容剤 では ）又）心がなく 、少 し 強い溶剤で
あるテ ト ラ ヒドロ フラン (TIIF ) にて 除去
を 行 っ た 。 除よは、 テ ト ラ ヒドロフランを
,. 代に含ませ硲料 I (1 j に冷布 し 、 冷料·が軟化 し
た後、 エタ ノ ー ルで残 っ た硲料を綿布 にて
拭 き 収 っ た 。 なお 、 l厄 みの ある派料は、浴
剤 で軟化 した途料 を箆や凡物で漆冷朕 を 1協
イ寸 けな V ヽよう 釧心の il:, 訊を 払しヽ除）；• し た 。
4豆食料仝休の硲料 を除）~-するに は、約 J O ヶ
月 の期間 を 災 した 。 （ 図 J 7 ~ 19) 
＜漆剃j知の漆固 め ＞
漆 ii',― l めは 、 旅 jj災 衣 1 川 の細かな断文に漆を含
裟し 、 普t JJ莫強化 と艶を 収 り ）及すために行
た 。 漆 1川 めに使川 しに漆 は、本地呂漆 ＋梨
(-地漆+i1: —. Iｷ: 味漆 を 5 :1: 1 の割l介で配介し 、
柏製石袖系溶剤 のペ トロ ー ル で 4 1爵 - 61脊
に約釈し漆同 め を q i· っ に 。 含以しに漆は断
'ｷ ーに染み込ませるだけにし、蒔絵 ?i!S分や螺
釧 に残留が無: v ヽよう溶剤 で 」 ・ 1成に拭 き 取 っ
た 。 なお 、 漆 固 めは 2 -3 11 11 に 止 め、担慟
祁分の修似が終 （後 、 1 り）文 1 J―う ことにした。
＜ 亀裂部分の圧府＞
本府料の11 : 右）判には、 素・・ 地 の接合部に亀裂
が多くあり 、 ー fi!S は鉄釘 で補強 さ れている
1怜j 所 があ っ た 。 J I ~ 牙\ に 使川 する 接着剤 は、
グルテンの 情が多 い小友粉 を水練りし、生
| 「:． 味漆を 練り合わせた友漆を使用した。 圧
豹は、端金やク ラ ン プを 使用し作業を行っ
た 。 （ 図 2 1. 22) 
＜釦l莫及び螺釧の月殆＞
剥翡m した漆裕膜の投究 は 、 本資料を木枠内
に同定し、竹ひごの弾力を利用した芯張り
技法によ る圧殆を行った 。 左側面にある剥
I 
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Fig. 18 Removing the coating mate ri a l 「1·0111 the surfocc o 「 thじ coating I 叶 g. 1 9 R i.:111n1a l o 「 the coating rnatcrial (lcll: bi.: 「ore f'Cl1101 a I 、 righ t : allcr 














Fig. 20 R cmov,ng dust lro111 under thじ corn し: r metal litinL¥ 
~ 
1:ig. 21 l mprじgnating 111gi11ms/1i into a じ ra c k
翡作し た螺釧の桜着は膠を 111.'.J ll した J (lｷx.123. 2~) 
く刻苧の允Jj't > 
亀裂部分の I及 しき オし なし 寸隙 IIりや 治）l如の欠す比\IS分には 、 友漆にオ州材の木粉や）林の繊維を混ぜ介わせ 、
珪藻土 を焼いた地(})粉を）JI I えた刻＇戸 を形状が柊 うまで数 1 1 1 1 允 J真 し複）じ を行った 3 なお、本府料の
時代性や周辺派股())祖偽が烈 し し‘にめ 、 刻ヽ 'j': 0) f砂\は必 ＇災蚊小限に 11 ·. めた 。 J I多状復｝じ した i'i l S分に 、
砥石や鑢で刻 , 'jビ）JJL を吼冬えた ） （ 図 26. 27) 
く 際錆＞
形状復元し た部分や治 ） j如~(/)浪lj 淵しに ('dS分には 、 臼豹材しによる 1 り呵tlj ・浴を 防 ぐにめ 1際鈷を 1 i・＇）に， 際
錆は、微粒子の地の粉 を 水紬り し 昌色漆と パ ・・・ 11 -:味漆を況ぜ合わせた鈷を使川 しに 、 ( 1 -x.1 28) 
＜漆塗膜の復元＞
裕膜表面の艶の復元と修似した名·IS分U)i,1,1めとして漆 l , 1,I Y> を行っ！ふ 漆 1 山1めは 、 本地い漆と梨 f-地漆を ；
の割合で混ぜ合わせ、 浴剤で希釈して行っに。 漆囚めは 、 各 I (Ii担勧状態が沢なるため、 浴剤の希釈設）如＃
変え 4~ 6 回行った。 なお 、 1りjdぷ絵部分や螺釧に余分な漆が残らなしヽよう r~舟に拭き収った ) ( I 又 I 29. 30) 
]90 
収122 ク ランプ（ ・よる ） I·.~ り：
ド i u . 22 Press stabili1i1g with n clamp 
図 25 後袖 (}) 釘穴に JIil_ 木
I り g. 24 Nik o11•a impregnated into the space o 「 Ii 「Led she¥ I pieces and press I汀 g . 25 lnset1ing wood into nail holes made during a past rじ s t o ra ll o n
stabi I izing with shi111hari sticks 
図 26 fり欠批0IIS分に刻苧允殷
Fig. 26 Infiling kok11s0 into a missing area on the corner 






Fig. 27 Smoothing out the kokuso 
IZI 28 針'MHJ- Cf: 祭釘'i)
Fig. 28 Sobit.rnke (ki1i>o.rnhi) 
Fig. 30 Wiping o 「「 l/ /'//S /,l.f!,OIO/II' 
< I i i'翡 令具の ）移状恥じ＞
川水人物蒋絵陪約 191 
rig. 29 Ur11shi!4UICIII/ (' ( rc i n l c1 rじ i ng the coating lilm) 
図 :3 1 漆を焼付け て 色， :JI,] を合わせに似靖JJ 令 共と釘蒻l
1:ig. 3 I Corn じ r metal lilings (rじprod uc t ion ) and nails whose tone o 「 co l or
was adjusted by b.iking urushi onto metal 
本骰料の ド側 の Iii'片 令 具が 3 ヶ所紛失しており 、）Jもド をする うえで金具の設 i ,化が必災とな っ た 。 なお 、
l ヶ 所残っているヨ ー I/ ッパ製の ll 1'翡 令 且． と 叫如(1 j のオ リ ジナルの金具を参考に形休 を起こし 、 含l iiJ 索
材で加飾の ：1,f: し ヽ 形休だけの復 ｝じ を 行 っ に 。 似 応 した金 j しは 漆を数 j111 焼付け て 占色 を付けイ I : Iｷ. げた 。
また、 1判釘も制作 し 」収り 付 け を 1/ っ た 。 なお 、 令 ］し制作は令 I : 、糸の屎公 1 .- 翡 l 氏 に依頼 した 。 （ 図
31. 32) 
く保存箱の flI I] 1乍 ＞
修復後の保存環炭によ っては新にに担傷を起す危険竹・：かある為と 、 水く後 I l l: に伝える 為に保存）I J~: j ,iJ 糸ti
を新調した。 保存冷fj は枷l 製の悴貪府'j とし 、 制作は会ijt:の板物木地i': 1liの人・塚降氏に依頼 した。 ( I 又 I 38) 
く記録写真及び報化 ,1 ;-:作成
修復及び技術分析の叫録をまとめ 、 修復後の'!/具撮彩を 1 凸 ヽ令ての I :利 を 終えた 。 （図 33 ~ 37)
192 
I-XI'.32 復）じ 11/Jj 令 且 1ｷx.1 33 イl多 t及移;: ii~1(1i 
1速 32 R じprod uc<.:d corn じ r 1c1al li111ng Fi g ・ 33 A lt じ r restoration, l'ront 
Fiu. 34 lklc>re restoration, inner side o 「 th e door panel Fig. 35 Arter restoration, inner side o 「 th e door pa nじ l
図 36 修似前 表面塗膜の拡大両像 (50 倍）
Fig. 36 Before restoration, enlarged image of the surface coating film (x50) Fig. 37 Arter restoration, enlarged image or the surface coating film (x50) 
山水人物麻絵箪笥 L93 
図 38 修低'111 1 の保{(箱
Fig. 38 Storage box 「o r the restored object 
I 
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On the Restoration of Makie Decoration Cabinet with Landscape and Human 
in the Colection of Museo Nacional de Artes Decora.tiva 
1. Outline 
amc of the object: Makie Decoration Cabinet with landscape and Human 
'ｷlcction: Musco Nacional de Artcs Dccorativa 
Time o 「 manufacture : Edo period, 18th century 
(cm): Width 65.0 Depth 42.8 I !eight 47.9 
Period of restoration : June 2005 -March 2007 
2. Description and techniques employed 
Tatsuya Matsumoto 
he Cabinet has a hinged double door concealing ten drawers within. The drawer in the middle 1s 
decorated with an arch. There are metal lock plates where the door panels meet, sets of hinges on the door 
panels, handles on both sides and metal fitings over the corners (Figs. I, 2,3, I 0). 
There is a cartouche on the front o 「 th e double door. The decoration in the cartouche consists o 「 a figure 
pointing to two cranes, aldone in sabiage talwmakie, a technique of takamakie in which sabi 「oundation
is used instead of urushi to raise the design. Techniques like sabiage takamakie, togidashi makie and 
hi「amakie are used to depict pine trees, wilow trees and chrysanthemums (Fig. 7). Fusesaishiki, or a 
technique of applying vermilion urushi, inthis case, to the reverse side of an abalone shel piece, is used 
「or the chrysanthemum flowers. On the inner side of the door panels a phoenix is depicted in to.eidashi 
1wkie and hiramakie. 
here is a cartouche on each side of the Cabinet as wel. A horned owl and wisteria plants are depicted 
n the left side while chrysanthemums, belflowers, Japanese bush clover and a butterfly are depicted on 
Lhe right side in sabiage takamakie, togidashi makie and hiramakie. Raden is also used on parts of the 
wisteria leaves, chrysanthemums and bellflowers. Raden, to whichji,sesaishiki has been applied, used for 
the chrysanthemum flowers is further decorated with tsulcegaki, or drawing with makie powder (Figs. 4, 5, 8). 
On the top board of the Cabinet there is what is believed to be a figure of a child playing by the 
waterside, depicted with the same type of technique as that on the front of the double door. On the back 
of the Cabinet there is a rhombus cartouche. The design inside this is that of ivy leaves while that outside 
it is one of a stylized swastika. Both are in togidashi makie and hiramalcie (Fig. 6). 
Red and white nadeshiko flowers are depicted in hiramakie on the front face of the drawers within the 
abinet (Fig. 9). 
3. Condition of damage 
ome coating material had been applied to the entire surface of the Cabinet during a past restoration so 
that the whole Cabinet appeared blackish. 
- A great amount of the dccoral1on 
particularly visible on Lhe areas d 
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n the front of the door was mising due to abrasion; this wa 
rated with takamaki 
r the l e 「t and right door panels (Figs. 12, 14), 
- The six hinges on the l e 「t and right doors were later add 山 o n s, and nail holes belonging to the time of'
ating film underneath the hingess (Figs. 1, 25) 
- The front lower right corner metal l'iling is a later add 山 on ; there were no corner metal fitings o n しh e
- Much of the coating film at the junction of the top and side panels was mising and the substrate had 
become exposed. The surrounding coating film had become lifted and there was a great risk of further 
losses (Fig. 13). 
- Parts o 「 th e design on the top board was mising due to abrasion, but it was possible to find traces of 
okime (under drawings) and of foundation used to ra i se しhe design. 
- There were cracks on the part where the top board and the right side of the Cab1netJ01. 
- Raden shel pieces on the right side to which/Ltsesaishiki had been applied had become Ii 「tcd or losl 
and the vermilion urushi used 「'o r ./Ltse.wishiki had become exposed on parts where the rnden had been 
lost (Fig. 8). 
- Much of the ground design executed in silver togidashi makie on the black urushi coating film wa 
- A nail was sticking out o 「 th e coating film on the right door panel. 
- Some coating material had been applied to the inside or the Cabinet as wel as the 「ronl and inside o 「
the drawer 
- Coating film on the inside o 「 th e Cabinet as wel as on the inside or the drawers had become lifted, and 
foundation that is thought to have been the original was found. 
. ecification for restoration 4 Sp 
Restorat,on was conduc ted 「a ll ow ing the principle of res tora ti o n 「o r urushi cultural properties executed 
under the guidance o 「 th e Agency 「o r Cultural Affairs. As a rule, priority was given to the maintenance of 
the present condition. 
5. Procedures of restoration 
- Pre-restoration mvestigation and confirmation of the restoration procedures 
The structure, foundation, decoration and present condition of damage wcrc investigated and 
documented, and the procedures for restoration were confirmed. 
- Documentation before restoration 
Photographs were taken before and after restoration so that the Cabinet might be compared. 
- Construction of the working table 
A working table was made so that the Cabinet might be restored without causing any damage. 
- Temporary facing 
Since the coating film around the cracks on the Cabinet were in danger or becoming detached durmg 
restoration, they were faced by adhering thin strips of gampi paper with paste (Figs. 15, 16). 
- Cleaning 
To clean the Cabinet, dust covering the surface was first removed. Then dirt was wiped off by using a 
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lightly moistened cotton cloth. Special care was taken so that the makie decorations and the cracked 
parts would not be damaged. Cleaning was kept at a minimum. 
- Removing the metal fittings 
ince the cracks and other damage to the Cabinet had spread under the metal fittings, it became 
necessary to remove them. All the metal fittings other than the lock on the right door and the corner 
metal fitting of the front lower left corner were removed and stored (Fig. 20). 
- Removing previously applied coating material 
omc coating material had been applied several times to the Cabinet in order to reproduce the original 
urushi coating film that had lost luster due to ultraviolet rays and the passage of time. Cracks were 
訓cd and damaged coating film was impregnated with the same material. Since it would have been 
di 「fi cult in such a condition to use urushi for restoration, it became necessary to remove this coating 
material. After testing several types or solvents, it was found that a weak solvent would not be 
「fec ti ve in removing the coating material. Thus, a slightly strong solvent, Te tra- H yd 「0 「uran (THF) 
was used. It was applied to the surface of the coating material with a small brush. 〇nce the coating 
material had become soft, it was removed by using a cotton cloth moistened with ethanol. Where the 
ating material had been applied thickly, a spatula or a knife was used to ca re 「ul l y scrape off the 
「le n cd coating material, making sure not to damage the urushi coating fllm. It took approximately I 0 
months to completely remove the coating material from the Cabinet (Figs. 17 -19). 
rushigatame (consolidating the urushi coating film) 
Urushi was impregnated into microcracks on the surface of the urushi coating film in order to reinforce 
it and to bring back the luster of urushi. Urushi used for consolidation consisted of kUiro urushi, 
nashUi urushi (two kinds of translucent urushi) and kijomi (raw) urushi mixed at a ratio of 5 : 4 : I 
This was di luted four to six times with Petro le, a refined petroleum-based solvent. The impregnated 
urushi was made to soak only into the microcracks and was carefuly wiped off the makie and raden 
parts with a solvent. Consolidation with urushi was done only two or three times 「or the time being, 
and it was decided to do consolidation again after the restoration of the damaged part 
- Press stabilizing the crack 
There were many cracks on the joints of the substrate of the left and right door panels of the Cabinet, 
and in some places iron nails had been used for reinforcement. Mugiurushi (raw urushi mixed with 
flour having a high gluten content that had been 知eaded with water) was used as an adhesive. Bar 
clamps and clamps were used for press stabilizing (Figs. 21, 22). 
- Press stabilizing the coating film and the raden 
The Cabinet was placed in a wooden frame and the lifted coating film was press stabilized by shimbart 
method using the resilency of thin bamboo sticks. Nilcawa (animal glue) was used to adhere the lifted 
raden pieces on the left side of the Cabinet (Figs. 23, 24). 
- Filing with kokuso 
Kokuso was used to fil the gaps on the cracks that could not be rejoined and the missing areas of the 
coating film. It was applied several times until the desired shape was obtained. Kokuso was made by 
mixing sawdust and hemp fibers to mugiurushi and addingjinoko, or baked diatomaceous earth. Since 
the overal atmosphere created by the passage of time and the coating film around the cracks and the 
mising areas were severely damaged, application of kokuso was kept at a minimum (Figs. 26, 27). 
Parts where the shape had been reproduced were finely smoothed out with a whetstone and a file. 
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- Kiwasabi (applying urushi Lo the edges or the coating film) 
In order to preve nt 「urlh e r Ii 「Lingo 「 th e coating film by abrasion, ki,varnhi was applied to the part 
where the shape had been reproduced and Lo parts where the coating film had become lif'lcci. f-or thぃ
sabi w ・し1shi , w h i ch was made by m i x i ng fi nc ji1oko k neaded w i thwa ter Lo ro t「0 II 「11s/1i a nd kUomt 
urushi, was used (Fig. 28). 
- Reproducing the urushi coating film 
In order to bring back the I uslcr o 「 th e coaling film and Lo consolidate the restored parts, u「ushigofw11
was done again. For this, t〈 {ii「o umshi and nashUi 11 「11shi were mixed at a ratio o 「 3: 7 and diluted with 
a solvent. Since the condition or damage di 「fc red r「0 111 plaee to place, the concentration o 「 th e solvent 
was adjusted and consolidation was cl o n e 「rom 「o ur to six times. Excess urushi was wiped o 「「 ca re 「u ll
that none would remain on the rakw11akie parts or on th e 肛,den (Figs. 29, 30). 
- Reproducing the shape o 「 th e corner meta I Ii li ng'ｷ 
Three o 「 th e bolom corner metal fillings were missing and itwas necessary to replace them in order l 
exhibit the Cabinet. Thus the one ren1c:1ining botom corner metal filling that had been made in Euro1 
and the original metal fillings on the top board were used as re 「c re nces to determine the shape o 「 th
corner 11etal fillings. Simple copper metal fittings with no decoration were made, reproducing onl 
the shape. These were given an aged appearance by applying a very thin coating o 「 uru s hi and baked. 
opper nails were also made to atach the metal fittings. Ma nu 「acture 0 「 meta l fillings was e nlru s しe el
to Koshiro Izumi, a metal artist (Figs. 31, .,_ 
cn v i 「onmcnl , and since it is important Lo be able lo preserve the Ca bine t 「o r 「ulure generations, a new 
lorage box was made o 「 pa ul ow ni a wood. This paulownia box has a kendon-style door that sits in a 
rebate in th e 「ra m e and can be rem 
the one al the boltom and then pulling it outwards with the aid o 「 a built-in handle. Manufacture or Lhc 
box was entrusted Lo Talrnshi Olsuku, a wood e ra 「l maker o 「 /\ i zu district (Fig. 38) 
- Documentation and writing o 「 a report 
A report was wri lcn o 「 th e restoration and photographs were La ken or the Cabinet a 「te r restoration (「 , g
33 -37). 
